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2024 年 3 月期 株主との対話の実施状況 

＜株主との対話の実施状況＞ 

株主の概要 

対応者 
実施 

回数 
主なテーマや関心事項 経営陣へのフィードバック等 

分類 地域 
投資 

スタイル 

投資家 

担当分野 

ア セ ッ ト 

マネジメント 

国内 アクティブ 

グ ロース 

フ ァ ン ド 

マネージャー 

社長執行役員 

IR 室長 

43 回 通期ガイダンスに対する進捗状況、営業利益率の推移、営業体制、

新規導入品の販売状況、償還価格下落影響、新型コロナウィルス感

染症 5 類変更の影響、為替感応度、中国ビジネスの進捗、採用状

況、整形外科市場環境、米国サプライチェーン問題、米国製造原価

上昇に対する改善策、円安リスクの最小化策、資本コスト（目標

ROIC 水準）に対する考え方、自社株買いの考え方、配当に対する

考え方 

投資家が求める営業利益率、ROE、ROIC 等、株価に影響する重要 KPI レ

ベルを経営陣に報告。 

PBR1 倍割れとなっている現状を鑑み、自社株買いによる BS 改善や増配

による株主還元の実施など、株主からの意見を取締役会に報告。 

ア セ ッ ト 

マネジメント 

海外 アクティブ 

グ ロース 

フ ァ ン ド 

マネージャー 

社長執行役員 

IR 室長 

13 回 ビジネスモデル、整形外科市場環境、通期ガイダンスに対する進捗

状況、営業利益率の推移、新規導入品の概要、償還価格下落影響、

新型コロナウィルス感染症 5 類変更の影響、米国サプライチェーン

問題、米国製造原価上昇に対する改善策、円安リスクの最小化策、

中国ビジネスの進捗、 

外国籍投資家からの意見で、決算短信日英同時開示、決算説明会資料の英

文開示、英文 Web サイトの充実を推進中。 

現在、適時開示書類の英文同時開示の実現に向け対策を検討中。 

ア セ ッ ト 

マネジメント 

海外 アクティブ 

グ ロース 

ESGアナリスト 社外取締役 

社長執行役員 

IR 室長 

0 回  2022 年 3 月期、株主の意見により、サステナビリティを巡る取組みを強

化。組織にサステナビリティ推進室を新設し、サステナビリティ委員会を設

置。特定したマテリアリティへの取組み、TCFD に賛同し環境負荷低減の取

組み、UNGC に加盟し人権尊重の取組みを推進中。 

2024 年 3 月期に人的資本委員会を設置し人的資本経営の取組みなど、サ

ステナビリティに関する取組みを推進中。 

サステナビリティの取組みに関しては、Web サイトで開示。 

https://www.jmdm.co.jp/sustainability-action/ 

セルサイド 

ア ナ リ ス ト 

国内 - アナリスト 執行役員 

IR 室長 

7 回 通期ガイダンスに対する進捗状況、営業利益率の推移、営業体制、

新規導入品の販売状況、再生医療 PRP の展開、償還価格下落影

響、新型コロナウィルス感染症 5 類変更の影響、為替感応度、米国

サプライチェーン問題、米国製造原価上昇に対する改善策、円安リ

スクの最小化策、中国ビジネスの進捗 

米国製造原価上昇に対する改善策、円安リスクの最小化策などアナリストの

関心事を経営陣に報告。 
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2024 年 3 月期 株主との対話の実施状況 

＜株主との対話の実施状況＞ 

株主の概要 

対応者 
実施 

回数 
主なテーマや関心事項 経営陣へのフィードバック等 

分類 地域 
投資 

スタイル 

投資家 

担当分野 

バ イ サ イ ド 

ア ナ リ ス ト 

国内 - アナリスト 執行役員 

IR 室長 

6 回 通期ガイダンスに対する進捗状況、営業利益率の推移、資本コスト

（目標 ROIC 水準）に対する考え方、営業体制、新規導入品の販売

状況、償還価格下落影響、新型コロナウィルス感染症5類変更の影

響、為替感応度、米国サプライチェーン問題、米国製造原価上昇に

対する改善策、円安リスクの最小化策、中国ビジネスの進捗展開、

整形外科市場環境 

 

調査会社 国内 - アナリスト 執行役員 

IR 室長 

3 回 通期ガイダンスに対する進捗状況、営業利益率の推移、営業体制、

人員計画、新規導入品の販売状況、再生医療 PRP の展開、償還価

格下落影響、新型コロナウィルス感染症5類変更の影響、為替感応

度、米国サプライチェーン問題、米国製造原価上昇に対する改善

策、円安リスクの最小化策、中国ビジネスの進捗、採用状況、整形

外科市場環境 

アナリストの意見として、売上高は、順調に拡大していることを評価している

ものの、米国サプライチェーン問題の解消、米国製造原価上昇に対する改善

策、円安リスクの最小化策など課題解決を期待する旨、経営陣に報告。 

 

 


	①表紙_2024年3月期 株主との対話の実施状況
	②_24.05.21 2024年3月期 株主との対話の実施状況

